
　
滋
慶
学
園
グ
ル
ー
プ
の
学
校
法
人
大
阪
滋
慶
学
園
は
、
「
グ
ロ
ー
カ
ル
生
涯
教
育
」
で
の
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
育
成
し
た
人
材
は
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
の
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
お
り
、
注
目
を
集
め
て
い

る
。
ま
た
、
４
月
に
開
校
を
控
え
た
鳥
取
市
医
療
看
護
専
門
学
校
が
、
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と
し
て
ど
の
よ
う
な

効
果
を
地
元
に
も
た
ら
す
か
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

病
院
で
の
初
実
習
前
に

行
う
戴
帽
式

大
阪
保

健
福
祉
専
門
学
校

大阪滋慶学園学校法人グローバル戦略も強化
鳥
取
市
医
療
看
護
専
門
学
校
４
月
に
開
校

社
会
人
の
生
涯
教
育
応
援
滋
慶
医
療
経
営
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー

提携校の開拓積極化国際医療人材育成東南アジアで

▲

▼

地
域
で
の
活
躍
に
期
待

医
療
・
福
祉
充
実
望
む

積極的に支援したい地方創生に効果多大

鳥
取
市
長
深
澤
義
彦
氏

鳥
取
大
学
学
長
豐
島
良
太
氏

鳥
取
市
立
病
院
鳥
取
市
病
院
事
業
管
理
者
清
水
健
治
氏

鳥
取
市
市
政
顧
問
（
前
鳥
取
市
長
）
竹
内
功
氏

大
阪
保
健
福
祉
専
門
学
校
副
学
校
長
豊
田
百
合
子
氏

価
値
観
の
共
有
が
大
切

医
療
人
材
、
地
域
で
育
て
る ▲

開
校
に
あ
た
っ
て
地
元
各
氏
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

看
護
と
介
護
の
連
携
実
習
大
阪
保
健
福
祉
専
門
学
校

第３期生の学位記授与式には医療関連など
から多数の来賓が出席した（ガウンと角帽
を着用しているのが修了生と学校関係者）

医
療
安
全
の
担
い
手
羽
ば
た
く
滋
慶
医
療
科
学
大
学
院
大
学
第
３
期
生
に
修
士
号

医
療
安
全
の
先
導
役
た
れ

安
全
確
保
へ
の
貢
献
責
務

滋
慶
医
療
科
学
大
学
院
大
学
学
長
武
田
裕
氏

大
学
院
大
学
第
３
期
修
了
生
加
藤
慎
章
氏

修了生、決意を語る／学長から贈る言葉

現
場
ニ
ー
ズ
汲
む
医
療
安
全
実
践
教
育
研
究
会
で

大
阪
市
内
で
開
か
れ
た
学
術
集
会

１
月

日

　
裾
野
の
広
い
分
野
で
あ
る
医

療
安
全
を
構
築
す
る
上
で
は
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
・
医
療
機
器
・

医
療
環
境
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
滋
慶
医
療
科
学
大
学
院

大
学
で
は
医
療
情
報
学
・
認
知

心
理
学
・
人
間
工
学
な
ど
関
連

講
義
が
多
く
開
講
さ
れ
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
た
め
に
有

益
な
学
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
修
士
論
文
で
は
医
療
機
器
の

ア
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
分
析
を
行

い
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
か
ら

も
医
療
従
事
者
へ
の
教
育
の
重

要
性
が
考
察
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
臨
床
工
学

技
士
と
し
て
医
療
機
器
の
安
全

な
使
用
に
貢
献
す
る
こ
と
が
一

つ
の
責
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
医
療
安
全
」
は
重
要
な
課

題
で
す
。

　
そ
の
一
方
で
学
問
と
し
て
の

モ
デ
ル
確
立
は
難
し
く
、
実
践

に
頼
る
部
分
が
大
き
い
の
も
事

実
で
す
。
私
た
ち
は
医
療
現
場

で
の
実
践
科
学
分
野
を
注
視

し
、
柔
軟
な
発
想
と
対
応
力
で

医
療
安
全
を
リ
ー
ド
で
き
る
人

材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
卒
業
後
も
、
学
ん
だ
経
験
を

き
っ
か
け
に
学
び
続
け
る
姿
勢

が
大
切
で
す
。
地
域
の
包
括
ケ

ア
と
医
療
安
全
を
実
現
す
る
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
「
人
間
力
」

を
持
っ
て
活
躍
し
続
け
て
ほ
し

い
。

　
日
本
発
の
医
療
安
全
の
あ
り

方
を
、
世
界
に
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
滋
慶
医
療
科
学
大
学
院
大
学

で
は
２
０
１
５
年
３
月
に

人

の
第
３
期
生
が
「
医
療
安
全
管

理
学
」
修
士
課
程
を
修
了
し
、

医
療
安
全
を
リ
ー

ド
す
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

学
長
の
武
田
裕
氏

大
阪
大
学
名
誉

教
授

は
「

年

の
開
学
以
来
成
果

は
出
て
き
て
お

り
、
修
了
生
ら
は

病
院
の
中
で
医
療

安
全
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
」
と

話
す
。

　
一
方
で
、
多
様

な
現
場
の
教
育
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た

め
「
医
療
安
全
実

践
教
育
研
究
会
」
を

年
３
月

に
立
ち
上
げ
た
。
医
師
や
看
護

師
以
外
に
、
医
療
に
関
連
す
る

幅
広
い
職
種
間
で
連
携
を
深
め

た
医
療
業
務
推
進
へ
の
貢
献
が

狙
い
。

　
１
月
に
は
第
２
回
学
術
集
会

を
大
阪
市
北
区
の
大
阪
大
学
中

之
島
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
。

「
多
職
種
連
携
に
よ
る
医
療
安

全
教
育
の
展
開
と
そ
の
方
法

論
」
を
テ
ー
マ
に

本
の
講
演

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
演
題
発
表

が
行
わ
れ
た
。
会
場
に
は
学
校

関
係
者
や
医
療
従
事
者
ら
１
１

２
人
が
訪
れ
た
。

　
講
演
で
は
、
高
齢
化
社
会
の

到
来
を
見
据
え
て
、
在
宅
・
地

域
医
療
の
体
制
な
ど
医
療
を
取

り
巻
く
環
境
変
化
を
見
据
え
た

議
論
を
展
開
。
医
療
機
関
と
地

元
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
重

要
と
し
、
地
域
の
支
援
体
制
や

在
宅
医
療
を
担
う
機
関
や
人
材

確
保
の
必
要
性
を
指
摘
。
大
会

長
講
演
と
し
て
武
田
学
長
は

「
医
療
と
介
護
が
う
ま
く
連
携

す
る
た
め
の
包
括
的
な
仕
組
み

を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
述
べ
た
。
今
後
も
年
１
回
程

度
の
研
究
会
を
実
施
し
、
実
際

の
現
場
で
起
こ
る
事
象
や
経
験

談
を
研
究
し
、
医
療
安
全
の
普

及
を
目
指
す
。

年
度
、
大
阪
滋
慶
学
園
の
卒
業

生
が
廣
州
中
医
薬
大
学
院
大
学
の

修
士
課
程
を
修
了

　
今
後
増
え
る
在
宅
医
療
に

は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
欠
か

せ
な
い
。

　
チ
ー
ム
医
療
で
大
事
な
こ

と
は
、
各
職
種
の
人
た
ち

が
、
互
い
に
価
値
観
を
共
有

し
連
携
す
る
こ
と
。
看
護
と

介
護
の
連
携
授
業
を
通
し
、

相
互
理
解
と
連
携
の
難
し

さ
、
問
題
点
も
見
え
て
き

た
。

　
縦
割
り
の
役
割
分
担
で
は

な
く
、
包
括
的
な
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
る
人
材
を
育
て
た

い
。
連
携
授
業
を
進
め
る
な

か
で
、
「
交
流
で
仲
が
深
ま

っ
た
」
、
「
互
い
の
仕
事
を

も
っ
と
学
び
た
い
」
と
の
学

生
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

　
大
阪
滋
慶
学
園
の
グ
ル
ー

プ
力
を
生
か
し
、
看
護
・
介

護
以
外
の
領
域
と
の
連
携
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
鳥
取
市
医
療
看
護
専
門
学

校
開
校
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
医
療
の
高
度
化
・
多

様
化
に
よ
り
医
療
専
門
職
の

不
足
は
深
刻
な
状
況
で
す
。

高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
医

療
の
み
な
ら
ず
介
護
・
福
祉

の
現
場
に
お
い
て
も
看
護
師

を
は
じ
め
と
す
る
専
門
職
の

需
要
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
理
学
療

法
士
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
専
門
職
の
養
成
校

は
、
鳥
取
県
東
部
地
域
で
は

初
め
て
の
開
校
と
な
り
ま

す
。
専
門
的
な
知
識
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
情
勢
に
も
精

通
し
た
「
地
域
医
療
専
門

職
」
の
人
材
育
成
と
卒
業
後

の
地
域
で
の
活
躍
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
鳥
取
市
医
療
看
護
専
門
学

校
の
開
校
ま
こ
と
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
鳥
取
県

東
部
で
は
医
師
、
看
護
師
を

は
じ
め
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
不

足
が
深
刻
で
、
開
校
が
大
き

な
福
音
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
お

り
、
当
院
と
し
て

も
積
極
的
な
支
援

を
行
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

我
々
医
療
従
事
者

に
は
、
正
し
い
知

識
と
確
か
な
技

術
、
そ
し
て
豊
か

な
心
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
学
生
の
方

々
に
は
、
患
者
様

を
大
切
に
、
仲
間

を
大
切
に
、
そ
し
て
最
後
に

自
分
を
大
切
に
す
る
豊
か
な

心
を
鳥
取
の
穏
や
か
な
環
境

の
中
で
培
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

戴
帽
式
は
看
護
師
と
し
て
決

意
を
示
す
場
で
も
あ
る

大

阪
医
療
看
護
専
門
学
校

グ
ロ
ー
カ
ル
人

材
の
育
成
と
、

地
域
活
性
化
の

新
た
な
拠
点
と

し
て
４
月
に
開

校
す
る
鳥
取
市

医
療
看
護
専
門

学
校

　
鳥
取
市
医
療
看
護
専
門
学

校
の
開
校
、
ま
こ
と
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
看
護
学
科
に
加
え
て
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
関
係
の
３

学
科
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

鳥
取
県
東
部
の
医
療
や
福
祉

の
一
層
の
充
実
が
待
望
さ
れ

ま
す
。

　
中
で
も
、
鳥
取
県
内
唯
一

の
設
置
と
な
る
言
語
聴
覚
士

学
科
は
「
話
す
」
、
「
聴

く
」
、
「
飲
み
込
む
」
と
い

っ
た
日
常
の
基
本
的
機
能
の

障
害
に
対
応
し
た
専
門
職
の

養
成
を
目
指
す
も
の
で
、
高

齢
者
の
増
加
に
伴
っ
て
、
今

後
一
段
と
そ
の
必
要
性
が
増

す
重
要
な
分
野
で
す
の
で
、

大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
２
０
１
２
年
の
春
以
来
、

地
元
医
療
関
係
者
の
強
い
要

請
を
受
け
、
鳥
取
市
医
療
看

護
専
門
学
校
の
誘
致
・
開
校

に
向
け
、
鳥
取
市
と
東
部
４

町
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組

み
ま
し
た
。
改
め
て
大
阪
滋

慶
学
園
の
英
断
と

素
早
い
対
応
に
心

か
ら
敬
意
と
感
謝

を
表
し
ま
す
。
開

校
に
よ
り
、
看
護

師
や
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
専
門
職

を
目
指
す
地
元
の

人
た
ち
が
安
心
し

て
専
門
知
識
を
学

び
、
地
元
で
研
修

し
、
国
家
資
格
を

取
っ
て
地
元
で
働

く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
地
域
の
医
療
・
福
祉
力

を
高
め
、
地
元
か
ら
の
人
口

流
出
を
減
ら
す
こ
と
の
で
き

る
、
効
果
的
な
「
地
方
創

生
」
策
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
て

い
る
日
本
で
は
、
医
療
と
介

護
の
連
携
は
喫
緊
の
課
題

だ
。
大
阪
保
健
福
祉
専
門
学

校
で
は
、
昨
年
５
月
か
ら
看

護
学
科
と
介
護
福
祉
科
の
共

同
授
業
と
実
習
を
開
始
し

た
。
チ
ー
ム
医
療
で
必
要
な

多
職
種
間
で
の
連
携
の
大
切

さ
を
、
実
践
教
育
を
通
し
て

浸
透
さ
せ
る
の
が
狙
い
。

　
医
療
・
看
護
分
野
と
介
護

・
福
祉
分
野
の
間
に
は
隔
た

り
が
あ
る
。
そ
れ
を
解
決
す

る
に
は
他
の
職
種
と
の
協
力

体
制
の
構
築
と
、
複
雑
化
す

る
ニ
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
人

材
の
育
成
が
必
要
だ
。
今
後

増
え
て
い
く
在
宅
医
療
に

は
、
職
種
の
領
域
を
越
え
た

サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
な
い
。

看
護
と
介
護
の

連
携
授
業
を
通

し
て
、
双
方
の

役
割
の
理
解
が

進
み
、
価
値
観
の
共
有
化
に

も
つ
な
が
る
。

　
大
阪
滋
慶
学
園
は
こ
れ
ま

で
７
０
０
人
以
上
の
看
護
師

を
輩
出
し
て
き
た
。
近
い
将

来
の
在
宅
医
療
の
増
加
を
見

越
し
、
２
０
１
５
年
度
か
ら

大
阪
医
療
看
護
専
門
学
校
の

定
員
を
倍
増
さ
せ
、
高
齢
化

社
会
の
需
要
に
応
え
る
。
認

知
症
サ
ポ
ー
ト
の
教
育
も
行

う
な
ど
、
実
践
で
役
立
つ
技

術
を
身
に
つ
け
る
機
会
を
学

生
に
提
供
し
て
い
く
。

　
大
阪
滋
慶
学
園
は
４
月
、

鳥
取
市
に
「
鳥
取
市
医
療
看

護
専
門
学
校
」
を
開
校
す

る
。
学
校
長
に
は
橋
本
勝
信

常
務
理
事
が
就
任
す
る
。
将

来
の
地
域
医
療
を
担
う
医
療

人
の
育
成
を
通
し
、
地
域
の

活
性
化
に
幅
広
く
貢
献
し
て

い
く
。

　
大
阪
滋
慶
学
園
は
「
グ
ロ

ー
カ
ル
人
材
」
の
育
成
に

年
以
上
に
わ
た
り
取
り
組
ん

で
き
た
。
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」

と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー

カ
ル
を
掛
け
合
わ
せ
た
言

葉
。
世
界
的
な
視
野
で
事
象

を
捉
え
、
地
域
視
点
で
行
動

す
る
と
い
う
考
え
方
だ
。
ア

メ
リ
カ
や
中
国
と
の
つ
な
が

り
を
強
め
、
特
に
中
国
か
ら

の
研
修
生
の
受
け
入
れ
は
活

発
だ
。
２
０
１
５
年
度
に
は

約
３
０
０
人
の
受
け
入
れ
を

見
込
ん
で
お
り
、
世
界
的
規

模
で
、
医
療
に
関
わ
る
人
材

の
育
成
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
グ
ロ
ー
カ
ル
生
涯
教
育

は
、
い
わ
ば
地
方
と
都
会
の

差
を
無
く
す
た
め
の
生
涯
教

育
。
都
会
と
地
方
、
も
し
く

は
国
内
と
海
外
を
つ
な
ぎ
、

情
報
や
人
の
行
き
来
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
で
双
方
の
発

展
を
目
指
す
。
鳥
取
市
医
療

看
護
専
門
学
校
も
、
グ
ロ
ー

カ
ル
人
材
を
育
成
す
る
た
め

の
重
要
な
拠
点
の
ひ
と
つ
と

な
る
。

　
２
０
２
５
年
問
題
と
呼
ば

れ
る
超
高
齢
社
会
の
到
来
は

目
前
だ
。
在
宅
医
療
で
の
ケ

ア
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の

増
加
が
考
え
ら
れ
る
が
、
看

護
師
や
介
護
士
を
は
じ
め
と

す
る
医
療
人
材
の
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
。
特
に
地
域
医
療

に
お
け
る
人
材
不
足
は
深
刻

だ
。

　
「
鳥
取
市
医
療
看
護
専
門

学
校
の
開
校
を
き
っ
か
け

に
、
地
域
医
療
の
精
度
向
上

は
も
ち
ろ
ん
、
雇
用
の
創
出

や
企
業
誘
致
が
期
待
で
き

る
。
若
者
が
多
く
活
躍
で
き

る
場
に
す
る
こ
と
で
、
少
子

化
対
策
に
も
つ
な
が
る
」
と

橋
本
勝
信
学
校
長
は
力
を
込

め
て
語
る
。
同
校
を
地
域
活

性
化
の
拠
点
に
し
て
い
く
考

え
だ
。

　
開
校
場
所
は
Ｊ
Ｒ
鳥
取
駅

の
間
近
。
１
６
０
０
平
方

の
敷
地
に
鉄
骨
造
り
６
階
建

て
校
舎
を
建
設
。
延
べ
床
面

積
は
約
６
１
０
０
平
方

の

規
模
と
な
る
。

看
護
学
科

３

年
制

人

、

理
学
療
法
士
学

科

同

人

、
作
業
療

法
士
学
科

同

人

、
言
語

聴
覚
士
学
科

４
年
制
大
学

卒
業
者

卒
業

見
込
み
も
含

む

対
象
・
２
年
制

人

の
４
学
科
を
開
設
す
る
。

　
大
阪
滋
慶
学
園
だ
け
で
な

く
滋
慶
学
園
グ
ル
ー
プ
の
持

つ
全
国
規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
、
教
育
か
ら
就

職
、
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
支
援
ま
で
学
生
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
。
ま
た
、
立
地
の

利
便
性
の
良
さ
を
生
か
し
て

地
域
行
事
や
医
療
介
護
関
連

の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
積
極
的

に
開
く
。

　
「
地
域
医
療
に
は
教
員
、

学
生
、
地
域
職
員
や
住
民
の

方
々
の
協
力
体
制
が
欠
か
せ

な
い
」

橋
本
学
校
長

。

地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
、

オ
ー
プ
ン
な
学
校
に
し
て
い

く
方
針
だ
。

（ ） 【特別企画】 ２０１５年 平成２７年 ３月３１日 火曜日 　　

　
大
阪
滋
慶
学
園
は
、
東
南

ア
ジ
ア
に
提
携
校
を
作
る
た

め
の
取
り
組
み
を
活
発
化

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
強
化

を
図
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ

ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
台
湾
、
マ
カ
オ
で
の
提

携
校
の
開
拓
を
模
索
し
て
お

り
、
中
で
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

は
、
医
療
工
学
技
士
や
臨
床

工
学
技
士
の
育
成
の
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
設
が
目
前

で
、
６
月
よ
り
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
シ
ラ
バ
ス
作
成
な
ど
、

具
体
的
な
準
備
段
階
に
入

る
。

　
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
、
主
に

メ
ー
カ
ー
や
商
社
な
ど
の
企

業
が
、
人
材
育
成
の
協
力
を

大
阪
滋
慶
学
園
に
働
き
か
け

て
き
て
い
る
と
い
う
。
医
療

分
野
の
技
術
者
の
育
成
を
通

し
て
、
各
国
で
実
績
を
作
り

基
盤
を
固
め
、
そ
こ
か
ら
提

携
校
の
開
拓
に
着
手
し
て
い

く
方
針
だ
。

　
提
携
校
の

ひ
と
つ
に
、

中
国
の
廣
州

中
医
薬
大
学

が
あ
る
。
２

０
１
４
年

度
、
大
阪
滋

慶
学
園
の
卒

業
生
２
人
が

修
士
課
程
を

修
了
し
た
。

語
学
の
壁
が

課
題
と
な
る

が
、
論
文
作

成
な
ど
を
サ

ポ
ー
ト
す
る

体
制
も
、
中
国
人
ス
タ
ッ
フ

を
擁
す
る
こ
と
で
対
応
し
て

い
る
。
漢
方
の
技
術
を
取
り

入
れ
、
同
校
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目

指
す
。

　
今
後
、
新
た
に
ア
メ
リ
カ

に
２
校
、
中
国
に
３
校
の
大

学
と
提
携
す
る
。
ア
メ
リ

カ
、
中
国
、
ア
ジ
ア
を
合
計

す
る
と
、
提
携
校
は

校
に

な
る
予
定
だ
。
国
際
規
模
で

の
医
療
職
業
人
の
育
成
と
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
が
進

ん
で
い
る
。

　
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界

の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
、
人
材
輩
出
を
通
し
て
貢

献
し
て
い
く
。

医
療
経
営
管
理
セ
ミ
ナ
ー

　
高
度
化
し
複
雑
化
す
る
医

療
・
福
祉
業
界
で
は
、
卒
業

後
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。
日
々
進

化
す
る
専
門
知
識
・
技
術
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
や
制
度
の

改
定
、
新
人
か
ら
中
堅
・
管

理
職
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

す
る
過
程
で
求
め
ら
れ
る
役

割
・
能
力
の
涵
養
な
ど
、
先

か
ん
よ
う

進
的
か
つ
多
角
的
な
実
践
教

育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
滋
慶
医
療
経
営
管
理
研
究

セ
ン
タ
ー
は
、
大
阪
滋
慶
学

園
グ
ル
ー
プ
内
で
生
涯
教
育

機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

キ
ャ
リ
ア
開
発
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。

　
約
３
万
１
０
０
０
人
の
卒

業
生
や
２
６
５
社
に
の
ぼ
る

医
療
・
福
祉
業
界
の
法
人
会

員
事
業
所
を
対
象
に
開
催
し

て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
も
そ
の
活

動
の
ひ
と
つ
。
２
０
０
７
年

以
来
、
す
で
に

回
以
上
実

施
し
て
い
る
。

　

年

月
に
は
、
ス
ギ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締

役
会
長
の
杉
浦
広
一
氏
と
代

表
取
締
役
副
社
長
の
昭
子
夫

妻
を
講
師
に
迎
え
「
か
か
り

つ
け
薬
局
へ
の
歩
み
と
挑
戦

地
域
包
括
ケ
ア
を
担
う
医

療
人
を
育
て
る

」
を
テ
ー

マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
。
看
護
師
を
は
じ
め
現
役

の
医
療
従
事
者
を
中
心
に
多

数
が
受
講
し
た
。

　
杉
浦
会
長
よ
り
創
業
期
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
企
業
理
念
が

紹
介
さ
れ
、
そ
の
人
柄
と
軽

妙
な
ト
ー
ク
で
ほ
ぼ
満
席
の

会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に

つ
つ
ま
れ
た
。
杉
浦
昭
子
副

社
長
は
ス
ギ
グ
ル
ー
プ
発
展

の
過
程
を
交
え
な
が
ら
、
グ

ル
ー
プ
が
目
指
す
超
高
齢
社

会
・
地
域
包

括
ケ
ア
に
対

応
し
た
地
域

密
着
型
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア

の
展
望
や
人

材
育
成
に
お

け
る
地
域
・

社
会
貢
献
活

動
の
重
要
性

に
つ
い
て
語

っ
た
。

　
両
氏
が
社

外
で
講
演
す

る
こ
と
は
め

っ
た
に
な

く
、
と
て
も

貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
よ
う

だ
。


